
2023年 5月 21日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒256番（HT姉） 

『謳いつつ歩まん』 

 

 

聖書⇒使徒言行録 2:1~4、7~8、11節（MM姉） 

『五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞

こえ、彼らが座っていた家中に響いた。そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどま

った。すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。 

 

人々は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。どうしてわたしたち

は、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。 

 

ユダヤ人もいれば、ユダヤ教への改宗者もおり、クレタ、アラビアから来た者もいるのに、彼らがわたしたち

の言葉で神の偉大な業を語っているのを聞こうとは。」』 

 

礼拝讃美歌⇒200番（旧 125、174番曲） 

『雲なきその日』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 15:4~5節（HT姉） 

『わたしにつながっていなさい。わたしもあなたがたにつながっている。ぶどうの枝が、木につながっていな

ければ、自分では実を結ぶことができないように、あなたがたも、わたしにつながっていなければ、実を結ぶ

ことができない。わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。人がわたしにつながっており、わたしも

その人につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。わたしを離れては、あなたがたは何もできないからで

ある。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒395番（旧 252番）（TM兄） 

『慈しみ深き』 

 



《パン裂き》 

 

 

聖書⇒マルコによる福音書 14:22~26節（KH兄） 

『一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱えて、それを裂き、弟子たちに与えて言

われた。「取りなさい。これはわたしの体である。」また、杯を取り、感謝の祈りを唱えて、彼らにお渡しにな

った。彼らは皆その杯から飲んだ。そして、イエスは言われた。「これは、多くの人のために流されるわたし

の血、契約の血である。はっきり言っておく。神の国で新たに飲むその日まで、ぶどうの実から作ったものを

飲むことはもう決してあるまい。」一同は賛美の歌をうたってから、オリーブ山へ出かけた。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒148番（旧 94番曲） 

『神の御旨により』 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒使徒言行録 2:1~14節（KH兄） 

『五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞

こえ、彼らが座っていた家中に響いた。そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどま

った。すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。さて、エ

ルサレムには天下のあらゆる国から帰って来た、信心深いユダヤ人が住んでいたが、この物音に大勢の人が集

まって来た。そして、だれもかれも、自分の故郷の言葉が話されているのを聞いて、あっけにとられてしまっ

た。人々は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。どうしてわたし

たちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。わたしたちの中には、パルティア、メディア、エ

ラムからの者がおり、また、メソポタミア、ユダヤ、カパドキア、ポントス、アジア、フリギア、パンフィリ

ア、エジプト、キレネに接するリビア地方などに住む者もいる。また、ローマから来て滞在中の者、ユダヤ人

もいれば、ユダヤ教への改宗者もおり、クレタ、アラビアから来た者もいるのに、彼らがわたしたちの言葉で

神の偉大な業を語っているのを聞こうとは。」人々は皆驚き、とまどい、「いったい、これはどういうことなの

か」と互いに言った。しかし、「あの人たちは、新しいぶどう酒に酔っているのだ」と言って、あざける者も

いた。すると、ペトロは十一人と共に立って、声を張り上げ、話し始めた。「ユダヤの方々、またエルサレム

に住むすべての人たち、知っていただきたいことがあります。わたしの言葉に耳を傾けてください。』 

 

聖書⇒レビ記 23:15~16節 

『あなたたちはこの安息日の翌日、すなわち、初穂を携え奉納物とする日から数え始め、満七週間を経る。七

週間を経た翌日まで、五十日を数えたならば、主に新穀の献げ物をささげる。』 



 

聖書⇒申命記 16:9~10節 

『あなたは七週を数えねばならない。穀物に鎌を入れる時から始めて七週を数える。そして、あなたの神、主

のために七週祭を行い、あなたの神、主より受けた祝福に応じて、十分に、あなたがささげうるだけの収穫の

献げ物をしなさい。』 

 

聖書⇒創世記 11:1~9節 

『世界中は同じ言葉を使って、同じように話していた。東の方から移動してきた人々は、シンアルの地に平野

を見つけ、そこに住み着いた。彼らは、「れんがを作り、それをよく焼こう」と話し合った。石の代わりにれ

んがを、しっくいの代わりにアスファルトを用いた。彼らは、「さあ、天まで届く塔のある町を建て、有名に

なろう。そして、全地に散らされることのないようにしよう」と言った。主は降って来て、人の子らが建てた、

塔のあるこの町を見て、言われた。「彼らは一つの民で、皆一つの言葉を話しているから、このようなことを

し始めたのだ。これでは、彼らが何を企てても、妨げることはできない。我々は降って行って、直ちに彼らの

言葉を混乱させ、互いの言葉が聞き分けられぬようにしてしまおう。」主は彼らをそこから全地に散らされた

ので、彼らはこの町の建設をやめた。こういうわけで、この町の名はバベルと呼ばれた。主がそこで全地の言

葉を混乱（バラル）させ、また、主がそこから彼らを全地に散らされたからである。』 

 

聖書⇒使徒言行録 1:8節 

『あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかりでなく、ユダヤとサ

マリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。」』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 5:5b節 

『わたしたちに与えられた聖霊によって、神の愛がわたしたちの心に注がれているからです。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 6:19~20節 

『知らないのですか。あなたがたの体は、神からいただいた聖霊が宿ってくださる神殿であり、あなたがたは

もはや自分自身のものではないのです。あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。だから、自分の体

で神の栄光を現しなさい。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒280番（旧 303番）（TM兄） 

『わが罪のために』 

 

礼拝讃美歌⇒30番（旧 54番）（KH兄） 

『声も高く』 

 

《建徳要旨》 


